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【緒言】YAG:Ce (Y3Al5O12:Ce)は青色光励起による高効率な黄色発光を示す蛍光体であるが、Y を

置換する Ce量によって蛍光のピーク波長を 560 nm近傍まで長波長化できる 1,2)。Yの Gd置換な

どにより YAG結晶の母体組成を変えると蛍光ピーク波長はさらに長波長化するが、母体組成を変

えず Ce3+ドープのみで赤色領域まで波長がシフトした例は知られていなかった。我々は、錯体重

合法により高濃度に Ceが固溶した YAG:Ce 結晶の作製に成功し、青色光の励起による橙赤色発光

が可能となることを発見し、近年報告している 3,4)。今回この橙赤色発光 YAG:Ce蛍光体の構造を

詳細に解析し、報告する。 

【実験】錯体重合法を用いて、(Y1-xCex)3Al5O12 (x = 0 ~ 0.31)を合成した。得られた粉末試料につい

て、X 線回折（XRD）、及び中性子回折（ND）による平均構造の評価を行った。XRDにより単一

相が確認された x ≤ 0.21組成について、J-PARC MLFの BL20 にて ND測定を行った。NDデータ

の構造精密化にはリートベルト解析ソフトウェア Z-Rietveld を用い、中塚らによって報告されて

いる YAGの単結晶 X線構造解析結果（立方晶系、空間群 Ia-3d (No.230)）5）を初期値とし、Y位

置（24c サイト）に Ce が置換固溶した結晶構造モデルを適用した。また、ドープした Ce 周りの

局所構造を調べるため、SPring-8 BL01B1にて Ce-K edge XAFS スペクトルの測定を行った（課題

番号：2019A1424）。 

【結果および考察】ND データのリートベルト解析により、高濃

度 Ceドープ試料（x = 0.21 組成）についても不純物相の見られな

い均一な YAG:Ce 結晶が得られていること、及び Ceドープ量の増

加と共に格子定数が増加することが分かった（Fig. 1）。また、XAFS

分析の結果から、x = 0.11及び x = 0.17 組成の Ce周りの短距離構

造がほぼ同じであることが示された。当日はさらに詳細な議論を

行う。 

       

        Fig. 1 Lattice constants of               
YAG:Ce (x = 0 to 0.21) 
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